
「アルカロージス」及ピ「アチドージス」ノ場合ニ

於ケル大脳及ピ中脳皮質ノ被刺戟性ニ就テ

後編、［アチドージスlノ場合ニ於ケノレ大脳及ピ
中路皮質ノ被刺戟性ニ就テ

京都帝国大撃墜撃部整形外科教室（伊藤教授指導）

大国正人

Uber die Reizbarkeit der Grosshirn~ und Mittelhirn-

rinde bei der Alkalosis und Acidosis. 

2. Kapitel. Uber die Reizbarkeit der Grosshirn・

und Mittelhirnrinde bei der Acidosis. 

Von 

Dr. M. Osono. 

〔Ausder Orthopadischen Klinik der Kaiserlichen Universitii.t 

zu Kyoto (Prof. Dr. H. Ito).J 

Uber die Erregbarkeit der Grosshirn-und lVIittelhirnrinde g号genden elektrischen 

Reiz bei der Acidosis wurden experimentelle Untersuchungen angestellt. 

Versuchsmethode: Um bei Tieren unvollkommen kompensierte Acidosis _zu er-

zeugen, wurde eine Salzsaurekisu時 intrave凶 sinjiziert, das Sonstige ist, wie im r. 

Kapitel erwahnt. 

Schluss. 

I. Bei der unvollkommen kompensierten λcicbsis nach Salzsaurekissungszufuhr 

i;timmt im allgemeinen die Hohe der Kontraktionskurve des lVI. extensor digitorum 

longus mit der vor Salzsaurelosungzufuhr beinahe tiberein, ferner bleibt der absteigende 

kurvenschenkel auf der Abscisse vor der Znfuhr oder sinkt vielmehr meistens darunter 

ab. Bei bedeutend’vermehrter Zufubrmenge wird auch die J¥Iuskelkontraktionskurve 

erheblich weniger hoch, zuweilen tritt gar keine Reaktion auf die Reizung auf. Auch 

in diesem Stadium zeigt sich die spontane l¥Iuskelkontraklion noch deutlich. 

z. Bei der unvollkommen kompensierten Acidosis Salzsaurelosungzufuhr steigert 

S/.S 
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sich die En目egb;u・keitder Grosshirn-und Vierhtigelrinde gegen den el<;ktrischen Reiz 

nicht. 

C内容妙録〕 前編＝於テ「アJレカロージス」ノ場合＝於ケル大脳皮質及ピ中脳皮質／電気的刺蔵＝望号
スル感受性ハ著シク増加セノレヲ認メ JJ9。本編ユ於テノ、「アチドージス」ノ場合＝於ケル上記神経中極

ノ感受性ニ就テ貧験的研究ヲ施セリ。其ノ成績ノ、強酸溶液／静脈内輸入＝ヨル代償不全ノ「アチドー

ジス」ノ：場合＝ハ， 上記神経中橋ノ、電気的刺銭＝封シテ其ノ感受性ノ増加 n.~ メザ P キ。

内容目次

第一撃緒 言

第二平 交 献

第三主主 賓験動物及ピ其ノ方法

第凶章資験成績

第一節 「アチドージス」ノ：場合＝於ケJレ大

脳皮質刺犠

第一章緒

第二節 「アチドージス」ノ場合＝於ケル中脳

皮質刺戦

第五章木賞験総括

第六章金貸験機搭及ピ考後

第七草結 論

文献附閏

モE・
箇

前編ニ於テ漣ペタ Jレガ如ク．一汲ノ皐1者ハ廃車殻作ハ酸盟主l；司王術J伏態ガ「アルカリ」側ニ

破レタ Jレ揚合ニ護現スト言フニ反シ，他方／撃者ハ全ク共ノ反射ニ，「アチドージス」ノ揚

合斗《i：塑設作ノ設現テ来スト説クモノアリ。余ハ前編ニ於テ「アJレカロージス」ノ揚合ニ於

クJレ大脳！主流並ニ中脳皮質ノ電気的感受性テ寅験的ニ検シ，之等中t区ハ電気的刺戟ニ針シ

ア著シク共ノ感受性ノ充準セ Jレテ報告セリ。依ツテ後編ニ於テハ「アチドー ジス」ノ場合ニ

於ク Jレ大脳皮質及ピ中脳皮質ノ電気的刺戟ニヨル其ノ感受性テ捻セリ。

第三章文 献

Mathison氏(1910年）ハ，犬及ピ猫ノ静脈内エ酸テ注入スレパ，容易ニ動物ハ酸中毒テ惹

起シ， N/10乱酸テ開示lli:Gニ：Nシ5詫注入スレバ，動物ハ反射作用充準シ四肢ニ間代性痘
準； ~1:現ス Jレテ見タリ。然レドモ字L酸「ナトリクム」テ以ツテ賞験セ Jレ揚合ニハ全ク陰性ナ

リキト報告セリ。 Loeb氏(1906年）及ピ Beth氏（1909年）ハ，血液水素「 4才ン」濃度ノ上昇

セル揚合ニハ，末梢神経ノ興奮性ノ高7 レJレテ貰験的ニ誼明セリ。 Elias氏(1922年一192-i

年）ハ，酸型基卒術IV＼態ノ岡高l時ニ於クル＊・鰐ノ種々ナル蜜化ー就キ多数ノ ；業績ア琵表セ

リ。彼ハI巨常犬ニ鰹Hi:lli:Gニ付キ 1.5瓦迄重曹 テ静脈内＝注入セ Jレモ，動物ハ興奮性高？ラ

ズ。之一反 シ，燐酸テ注入セ Jレ揚合ニハ電気的刺戟ニ針シテ若シク興奮性ノ充準セ Jレテ見，

夏＝口径的或ハ静脈内ニ腫酸－nr:入シ，然Jレ後ニイこ梢神経系ニ電気的刺戟ア興フレパ，之亦
共ノ ！~；受性ノ 高7 レJレテ認メタリ。依ツテ彼ハ痘箪ノ［京国テ，新陳代謝障碍ノ結果，血液

ノ酸性側ニ傾ムクル結県ナリト：Jへリ。蓋シ彼ノ寅験的研究ハ主トシテ末梢神経ノ電気的

刺戟ニシテ中4直前中経ニ於ナ Jl.-検索テ紙夕Jレ司王ハ注芯；ス可キナリ。究ニ Maxde Crinis氏(1
'.U:'i'<p：）ハ．内観6＇~作テ新陳代謝ノ酸化作用1r事碍ニ師シ，妹ニ合水炭素，蛋白新陳代謝ニ於テ
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ー般ニ酸素結合カガ減少シ，茨酸ノ生産減ズ‘ノレ結込ニシテ，自Pチ蹄痢性痘轡張作前ハ一般

ニ炭酸結合力減退シ，血液中酸ノ蓄積スルテ認メタリ。叉小川氏ハ，（大正13年）副甲欣腺

摘出後「テタニー」ノ際ハ血液「アルカリ」貯蔵ノ増加テ認メタルモ，「グアーヂン」中毒ニヨ

ル産餅時ニハ反針ニ，「アチドージス」テ惹起セル傾向アルテ寅験的ニ謹明セラレタリ。

Cooke氏ハ副甲蹴腺摘出後，尿中窒素排地量ノ増加セJレテ認メ．主主軍強作テ酸中毒ニ蹄シ，

Morel, Tiirth雨氏モ亦，新陳代謝軍碍ノ結果，血液「アルカリ」貯蔵減退シ「アチドージス」

テ惹超シ，之ガ産車護作ア惹起セシム Jレ重要ナル要素テナスモノト信ゼリ。

次ニ「 fンスリン」産車時ニ於クル生化接的検索ノ文献テ渉磯スJレヰ， Collip氏（1923年〉

へ医常家兎ニ「4ンスリン」テ注射シ痘軍テ惹起セシメ p 共ノ直後尿検査テ行ヒ，「アツエ

トン」樟テ謹明シ，且ツ血液ノ炭酸結合力ノ減退セルテ見タリ。 Lax氏ハ家兎＝於テ「 f

ンスリンショック」ニ際シ「アチドージス」テ謹明シ， l¥Iainzel氏ハ，糖尿病患者ノ昏睡拡ー態

ユ陥レル際，「インスリン」／過剰投票ニヨリ「クトン」尿テ＊タシタル例テ報告セリ。然レ

ドモ此ノ際血液ノ炭酸結合力ノ増強セルテ謹明セリ。之ハ Collip民ノ炭酸結合力ノ減退テ

謹明セ Jレニ反針シ面白キ結県ナリト言フ可シ。街， Brugsch,Benatt, Holsters, u. Katze氏等

‘ハ， Gigonu. Brauch氏等ガ，「インスリン」陸軍時ニ血液HP上昇シ，「アルカロージス」テ

誼明セルエ反シ，血液水素「f才ン」濃度上昇シ，「アルカリ」貯蔵ノ減少セルテ謹明セリ。

叉， Kleinu. Holzer氏等(1928年）ノ研究ニヨレパ新陳代謝正常ノモノニアリテハ．「 fン

スリン」痘軍18例中， 7例ニ於テ血~r アルカリ」貯蔵減退テ見， 3例ニ於テ上昇テ， 8例ニ於

テハ何等餐化ナキテ認、メタリ。叉松井氏ハ「 4ンスリン」注射後6例中5例ニ於テ血液「アル

カリ」貯蔵ノ減退テ， 1例ニ於テ上昇テ認メタリト。一般ニ「インスリン」ハ「アチドージス」

テ惹超セル糖尿病患者ニ最良薬トシテ認メラレ，換言スレパ，「fンスリン jハ「アチドー

ジス」テ打チ消ス作用アリト信セ・ラレ居Jレニ拘ハラズ， JE常動物，叉ハ糖尿病患者ニ注射

セル後，尿中「アツエトン」樺ノ出現，叉ハ血液ノ；炭酸結合力／誠退テ誼明セラ Jレ、へ興

味アJレモ J ト信ゼずJレテ得ズ。

第三章賓験動物及ビ其J方法

健康家兎60頭テ使用ス。賞。験方法ハ前編ニ於テ蓮ペタJレト岡ーエシテ，只「アチドージ

ス1 テ惹起セシム可キ注入溶液ハ N/10盤酸溶液テ用フ。

第四章責験成績

第一節「アチドージス」J場合＝於ケJI-大脳皮質刺戟

「アルカロージス」ノ揚合ニ於クル大脳皮質ノ電気的刺戟ニ於ナJレト同一貫験方法ニシテ

N/10鞭酸i容液ノ静脈内注入テ行ヒ，血液検査ハ土竺王1三氏瓦斯連鎖、法ニヨリ PHノ測定

テモ行へ Jレモ，主トシアパンスライ~·主二三三氏法ニヨ Jレ血衆中炭酸含イT量テ測定セリ。
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之レ生瞳ハ「アJレカロージス」ニ針シテハ比較的之ニ曜へ PH ；著シキ増加アルモ尚良ク

生活テ替 i得可キモ，「アチドージス」ニ針シテハ比較的抵抗力弱ク，僅カ f水素「 f才ン」

濃度増加ニテ動物ノ舞ル、モノ；多ク，嬬メニ血液PH測定ニ於テハ， .IE常ノ；場合ト共ノ差

僅少ニシテ箆化ノ宇Jj定ニ困難テ感ス’ルモ，血築中炭酸含有量ハ此ノ揚合ニ於テモ，其ノ増

減可ナリ著シク．「アチドージス」テ認知スJレニ使ナルテ以ツテナリ。

貫助成績ハ煩テ趣ナンガ鋳メ表テ以ツテ示セリ。（第1,2表）

第 ー 表 （注意） +・・ ..・ H ・－輸入前被検筋ノ取締ノ強サ

家兎｜ I . ; ：；ダク｜輸入前血｜ 輸入概要 ｜ 
番披i健重（瓦）I性川りウム｜衆中｜ ｜ 備 考
~ I 帥距離｜引量｜開会呈｜息子主｜綿縮i
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100 
130 

34.3 
32.1 
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I lOOJiE =-7輸山M 約ω
テ号KE'レ

＋ ｜自動的＝使用筋ノ、強ク取締ス。
+ I 130路＝テ輸入中止，中止後約1時間
＋｜＝テ， C02盆33.8ナP。

0 I 16.5cm. I 
60 輸14入lOO)l;f,頃四肢的ニ措揚現ハル。

8 1850 ・l:L3 I 100 :Jo.o + 。括頃モ白書聖 ユノ、強キ』枚縮アリ。
140 24.2 ー 問毛ナク死亡。

0 I 15.5cm. I 
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21.6 I + 1100犯頃死亡。
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28.4 I + l~OJiE ＝テ中止後間モナク死亡。

I 34.7 I + 
川 + f 1ルテ山止後半時間＝テ死
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40 38.6 ＋ 本動物存ハ自動抵シ抗，的力刺強裁ク全量230銘＝及80 34.9 ＋ プモ生 ＝封スJレ1段 際
13 1850 0 14.5cm. 42.6 120 29.2 ＋ ナキモ ＝ノ、倫張ク筋牧縮縮反7笹

160 22.5 ＋ ム。
220 18.7 I ー

60 45.9 ＋ 100銘頃四肢＝措揚現ハyレ。
14 1680 色 16.0cm. 50.2 100 32.1 ＋ 

130 25.3 

70 35.1 ＋ 

15 1850 色 15.5cm. 41.7 
100 26.5 ＋ 
150 24.3 ＋ 
200 17.8 動物向健在，自動的筋牧縮アリ。

60 36.5 ＋ 
10動0時銘的々ユ筋現テlノ枚刺、縮Fレ哉。ハ＝向艶強スシル。筋倫i股全縮身ナzシf畜。16 1820 

ー

16.0cm. 42.4 100 29.0 
130 27.1 揚自 現 。

60 32.6 ＋＋ 産件、一般＝刺哉ニ野スJレ筋取締反

17 1850 色 13.0cm. 38.6 
100 29.1 ＋＋ 平常ヨ P強シ。
140 24.4 ＋＋ 
160 25.1 ＋＋ 刺戟日寺痘態様健動現ハ1レ。

70 32.5 ＋ 
18 1700 ♀ 16.5cm. 41.6 100 24.4 ＋ 

140 22.5 自動的筋収縮倫強シ。

60 34.8 ＋＋ 
19 1850 0 16.5cm. 38.6 100 26.3 ＋＋ SO]it頃ヨ P使用筋ノ措揚アロ。

140 23.o ＋ 

60 34.1 ＋ 
0 16.0cm. 39.5 100 26.2 ＋ 時々四肢＝措揚現ハFレ。

150 21.4 土

50 33.8 ＋＋ 
21 1750 36.6 100 21.4 ＋ 

150 23.6 土

60 33.8 ＋＋ 
22 1850 色 17.0cm. 41.4 100 27.1 ＋ 80l);E頃ヨ P四肢＝時身措揚現ノ、Jレ。

150 24.3 土

60 36.6 ＋ 
2:i 1850 0 16.5cm. 39.5 100 24.2 土

150 22.4 土

第 表

申＝I I ｜ンク｜ ！ 輸入概要
生吊1 I I ｜輸入前｜

審議戸叫性｜品説｜血液町11前会主｜血液l'HI鱒縮 備 考

! 6θ 7目33
I 100 

24 I 1830 I早 l150cm.I 7.31 I 130 
150 7.14 

+ 160路頃ヨ P全身ノ措揚現ノリレ。
＋ 
＋ 
＋ 家兎倫健在。
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30 +・ 輸入開始後間モナク使用筋ノ捻錫里見
60 7.15 」， ノ、Jレo

25 2:'.00 0 16.5cm. 7.25 90 土 大脳1>シク膨縮隆f量ヲ＊ 7.。
120 7.04 ＋ 自動的筋牧 シ。

0 116.加｜ 1.:::0 I 
30 ＋ 

26 2050 60 7.20 ＋ 
90 6.93 間モナク死亡死，（死亡直前深血）

30 ＋ 

7.22 60 
7.25 ＋＋ 輸入2旬E頃ヨり四肢＝措揚現ノ、Jレ。

27 2000 ♀ 16.0cm. 90 ＋＋ 剰設動時痕的望筋接被取惚締動ノ、ヲ見Jレ。
150 7.15 向自 i枚 1蚤シ

30 ＋ 
60 7.3i ＋ 

7.41 
!JO ＋ 四肢＝時荷措揚現ノ、Jレ。

28 1850 ♀ 16.5cm. 120 ＋＋ 
].)() 7.24 ＋＋ 
180 ＋ 家兎倫健在。

30 ＋ 

7.30 
60 7.24 ＋ 

2V 1950 平 16.5cm. 。。 十 向動的筋取締ノ、甚ダ張シ。
120 6.!15 家兎縫在。

60 
90 80路頃ヨ F時々四肢ー措錫現ノ、Jレ。

30 1870 0 15.5cm・ 7.27 120 
14.0 6.92 I土
160 間毛ナタ死亡。

第＝節「アチドージス」J；場合＝扱ケJI-中脳皮質刺戟

疋常家兎30頭テ使用ス。貫験方法ハ前編「アJレカロージス」ノ；場合ニ於クル中脳皮質刺戟

ι於グルト同一方法ニア，同 ジク四品揖前」王ノ被検筋ノ反劉側一側ノ電気的刺戟テ施セリ。

「アチドージス」テ惹起セシム可キ注入溶液ハ N/10盤酸溶液ニシテ「アチドージス」ノ誼明

法ハ主トシテパンスラ 4ク，カーラ ン氏法ニ依リ血築中炭酸含有量テ測定シ，向僅少例ー

於アハ， iハエリス氏瓦斯連鎖法ニヨ Jレ血液PHテ測定セ Jレハ，本編第一節ニ於タ Jレト同ジ。

賞験成績ハ煩テ避ク第3,4表ニ表示セリ。

第 表

議 ｜惚重（叉）

インダク 輸入前 輸入概要
性 トリウム 血cυ祭雪量中

輸入量 ｜峻＇ZI筋軍縮 備 考
絡事由距般

38.1 ＋ 時々 四肢－＝f高揚来Fレ。
1 17.5cm. 120 31.3 ＋ 

170 15.3 土 170粍＝テ死亡（死亡直後採血）

60 30.4 ＋ 
2 1750 も 34.2 100 27.3 ＋ 時々健動ア P。

140 20.7 間モナク死亡。
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｜開＝ノー日ム。

l輸入中止後約20分＝テ死亡。

｜恥一蹴ノFレ

輸入中止後約半時間＝テ死亡。

件
＋
土

付
＋
＋I • I 15.5om. I 36.8 ＼長 I::: I 

40.7 15.0cm. 0 1850 3 

1750 

60 36.9 + I 
5 l!l50 色 16.5cm. 100 30.3 

士｜削一角強ク制縮ス閲モナク140 27.3 
死亡。

60 3fl.8 ＋＋ 

6 1750 ♀ 15.5cm. 42.7 
100 ::2.2 ＋＋ 時々 措健揚現ノ、Jレ。
140 25.5 ＋ 時々 動間アリ。
180 28.4 約半時後死亡。

60 44.7 ＋ 

7 1850 色 16.0cm. 47.4 
100 32.2 ＋ 
150 27.3 土 自動的ユノ、街強ク筋牧縮ヲナス。
170 22.6 

60 38.1 
+ i 100先頃テヨ反中ヲ旗欄止土中テ恥止九後8 1850 色 18.0cm. 46.4 100 33.1 + 150施＝ 約2時間後C02

150 30.4 土量30.4,

60 36.9 ＋ 
9 1650 ♀ 15.5cm. 40.7 120 2四Iu 時 ＋ 

150 23.6 ＋ 僅 ｝J＝前＝比シ反感強シコ

60 38.1 ＋ 
IO 1750 0 100 ::2・2 ＋ 此ノ時四肢ニ措揚来ノレ

130 23.6 出血ヲ来タセル鴛メ賓験中止。

60 
100 

60 
120 
150 

60 
100 
140 
180 
220 

己竺叫蜘止。

＋＋！時々飽動ア p。
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32.2 ＋ 
♀ 15.5cm. 12巾 24.4 ＋ 日寺＃微動アリ。

200 18.2 ＋ 間毛ナタ死亡。

60 35.0 ＋ 

16.5cm. 40.7 
100 28.4 ＋ 時々値動及四肢＝矯溺き見ハル
150 22.6 ＋ 
180 19.5 土

60 46.7 ＋＋ 輸29入中止後1時間ユテ反際＋C02量

19 16.0cm. 52.2 
100 3!l.8 ＋＋ .3 
150 80.3 ＋ 
200 28.4 ＋ 

四 I21曲卜！…｜ 40.7 120 27.3 + 時々 矯揚宅見ノ、ル。
160 24.4 + 

21 11950 I 0 f 15.5cm. J 150 23.2 + 

60 32.3 ＋ 
中 36.8 100 27.:1 ＋＋ 

130 24.6 ＋ 

as.1 I + 
100 :12 2 ＋ 
140 25ふ

24 J 11.'-'0 / 0 j rn.5叶 60 
100 28.5 + 

-::1一一；ー r ' I 1＇伽 ｜ 60 100 24.6 土
];j() 22.6 土

第 四 表

I 120妊頃指砂川

東］戟時f事ー豊臣様健動アリ。
時々館勤アリ。
140姥頃死亡。

－
唱
』

開

up
時牛約ス綴牧

か－

BLRR 
M

ノ
。

且

出

レ

。

ヴ

炉

亡

u

o
－J
刊
問

的
亡
一
屡
凶

動
死
一
揚
句

白
後
一
猪
口

自動的＝ノ、強タ筋取締ヲナ見。

｜…｜ ！ 輸入概要怪童（叉）性トリウム ｜ 備 考家概兎｜｜ ｜｜ 糊距離血輸液入F断J輸入量l血液吋綿綿

I ++ l~k~刺…動欄動ア JI0 26 I 2150 I 0 J 16.5cm. I 100 7.10 ++ アリ。
140 一 間毛ナク死亡。

2i I 2100 I o I 17.0c 
60 7.45 ＋＋ 

7.41 100 ＋＋｜四肢猪蜘レ
150 7.13 土 問モナタ死亡。（死亡直前採血｝

28 I 1830 I 9116.0cm. 
60 7.30 ＋ 
100 ＋ ｜骨量動＆々 来ル。
1:;0 7.14 

I 17 00 I 0 117. 5c 
(jl) 

i.35 ＋ l骨量動屡々 ＊＇レ。
150 G.!!7 十

剖 11蜘卜j15.5畑 7出 I~ I品智一+ /It々 来Pレ。
Iiiり 7.03 土 問毛ナク死亡。
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第五章本賓験 J線括

手術的捜査後約竿時間乃至1時間ニシテ，薬液輸入前ニ於ナル血液PH，血衆中炭酸含有

量，及ぜ刺戟関ハ前編ニ於テ漣ペタ Jレト略同一一シテ，平均血液PHハ7ふ血禁中炭融合

有量ハ40%内外テ算シ，「 4ンダクトリクム」絡軸距離ハ約1-t糎乃至20糎ノ間ニア九叉電

気的刺戟ニヨル筋牧縮曲線モ，刺戟ト同時ニ起Jレ軍一牧縮曲線テ観，而モ筋弛緩ニヨル下

行曲線ガ刺戟前ノ基底線ニ復スルコトモ前編＝於クJレト同ジ。

安＝盟酸溶液一定量輸入後ニ於テ，輸入前ト同一保件ノモトニ電気的刺戟テ輿べ輸入

前後ノ筋牧縮曲線及ピ一般欣態テ比較スJレニ，茨酸曹達i容I酎命入ノ；揚合ト共ノ趣キテ異ニ

シ，本質験ニ於テハ第1,3表ニ示セル如ク，盤酸溶液輸入ノ培量一ツレ，血禁中炭酸含有量

ハ著シク減少シ，明カニ代償不全ノ「アチドーンス」テ惹超セ Jレテ見Jレ。此ノ時期ニ於テ電

気的刺戟テ試 EJレニ，一般ニ筋牧縮曲線ノ高サハ略，輸入前ト同ジタ．且叉筋緊張度ハ輪

入前ニ比シ費化無キカ或ハ返ツテ減弱シ， 筋牧縮線曲ノ下行脚ハ輸入前ノ j基底紘ニ止？

Jレカ，或ハ返ツア基底線以下ニ下降スJレモノ多シ。従ツア叉，「アルカリー輪入時ニ観察セ Jレ

如キ所謂績護部ノ：如キ曲線テ観ズ。夏ニ輸入量増加セル揚合ι ハ，愈々血築中炭酸含行量

ハ減少シ，動物ハ舞JレJレモノ ：多 シ。生存セJレモノニ在リテハ，筋牧縮曲線ハ輪入前一比シ著

シク其ノ高サテ減ジ，或ハ全ク消失スルモノアリ．然レドモ此ノ時期ニ於テモ自建的ニ行

フ筋牧縮ハ備強キテ観Jレ。叉少数例ニ在リテハ，（第一節第5,11, 12, 17, 19, 21, 22, 27, 28例

第二節第3,4, 11, 12, 15, 20, 22, 26, 27, 29例）輸入前ニ比シ筋牧縮力ノ梢増強テ来シ，従ツテ

叉僅カニ筋緊張ノ高マレル観アリ。然シ之モ輸入初期ニ於クルー時性ノモノ多ク，然モ「ア

ルカリ」輸入時ニ於タルガ如ク著シカラズ。叉多数例ニ於テ輸入量或ル一定量ニシア四肢

ニ搭揚ノ屡々現ハレルテ認ム。夏ニ叉，第一節第17,27例，第二節第15,:22, 26例ニ於テハ

刺戟ト同時ニ撞軍様障動テ来タセリ。

以上ノ朕態テ観察スルニ，「アチドージス」ノ揚合ニ於クル大脳及ピ中脳皮質ノ電気的刺

戟ニ針スJレ感受性ハ，大多数例ニ於テ共ノ増強テ認メズ。少数例ニ於テ僅カ＝興奮性テ培

シ，且ツ比較的多数例ニ於テ輸入経過中屡，搭揚／現ハレタ Jレテ認メタリ。

第六宣言金賀験線括及ビ考按

前編及後編手於クル賞験成績テ遁覧スルー．平常健康家兎ノ血液 PHハ，卒均7.3，血禁

中炭酸含イT量ハ平均40%内外テ算シタリ。叉大脳皮質，中鵬皮質ノ電気的刺戟ニヨリ下肢

筋ノ僅カナ ）J.,筋軍縮テ起サシムルニ足Jレ「 fンダクトリクム」緒軸距離ハ約14；糎乃至20糎ノ

問ニアリ。今，炭酸曹達i容波及ピ盛酸溶液テ静脈内ニ輸入シ，人工的代償不全ノ「アルカ

ロージス」「アチドージス」テ惹起セシメ．此ノ際輸入前ト同一緒軸距離ニテ大脳皮質運動

中植，及ピ四墨館前丘皮質ノ電気的刺戟テ施シ，筋牧縮献態及ピ一般献態テ検スルー，
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1, 炭酸曹達溶液ノ静脈内輸入 tニヨリ動物テ シテ代償不全ノ「アJレカロージス」テ惹起セ

シメ，此ノ際大脳皮質運動中幅ノ電気的刺戟子施セ Jレー，筋牧縮ハ卒常ニ比シ一般ニ著シ

ク増強シ，牧給i曲線ハ甚ダシク共ノ高サテ槍シ， Eツ被検筋ノ筋緊張度高？）レ。叉屡々刺

戟ト同時ニ将軍，或ハ強直性麗筆テ＊タセ Jレ例アリ。輸入経過中搭揚テ大多数ニ於テ認、ム。

夏ニ輸入末期ニ強直性主主観テ惹起セJレモノ ；多シ。被検依If士清曲線テ夏ニ詳シク観察スル」

刺暁ト同時エ念蓮ナル筋I財布ユヨ Jレ上行脚，急速ナJレ弛緩ニヨ Jレ下行脚テ現ハシ，下行脚

ハ夏ニ始メ念蓮ニ シテ後援徐ニシテ一定ノ筋長ニ達スル時ハ，原筋長ヨリ幾分短縮セJレJI}(

態7示 シ基底線ニ復セザJレモノ ；多ク，向績 17二，三ノ 1J、牧縮曲線テ現ハス。

ヨ， 「アノレカロー ジス」ノ揚合ニ於ナ Jレ中脳皮質ノ 電気的刺戟ノ成績ハ，大脳皮質刺戟ニ

於クルト略同一ノ結果テ得タリ n

3, 盟酸溶液ノ静脈内注入ニヨリ，動物ハ容易ニ代償不全ノ「アチドージス」テ惹起シ，此

ノ際大脳皮質運動中枢ノ電気的刺戟テ試iJレニ，筋牧縮ハ一般ニ王子常ニ比シ，共ノ牧縮ノ

増強セ Jレテ記、メ得ズ。叉電気的刺戟ト同時ニ起Jレ軍一曲線テ現ハスニ渇ギズ下行脚ハ速カ

エ基底線ェ復ス Jレカ或ハ返ツテ来底線以下エ下降スJレモノ多シ。叉被検筋ハ筋緊張度ノ費

化テ来ササソレカ或ハ滅弱テ示スモノ多シ。 1j、教例ニ於テハ， f革カニ一時的ニ牧縮！丘ノ増強

セJレテ認メタリ。叉大多敢例ェ於テ輸入経過中措揚ノ環現セ Jレテ認メタリ。

4, 「アチドージス」／場合＝於クル中脳皮質ノ電気的刺戟／結果ハ， U 揚合ト略同－

I 成績テ符タリ n

JE常ノ動物ニ於ア，大脳皮質運動中植ノ電気的刺戟テ施ス場合ニ於テ，漸次刺戟テ増強

スJレニ従ヒ，最初ハ或Jレ一定ノ 筋旗ニノ i牧縮運動テ認ムルモ，次第ユ他ノ筋旗ノi炊縮運

動テモ惹起スルニ至上愈々刺戟度強キ時ハ，所謂皮質性樹廟様撞管費作ノ護現スJレハ一

般周知ノ ；事寅ナリ。今，余ノ賞験ニ於テ，先ツLアJレカロー ジス」ノ揚合引大脳及ピ中脳
皮質J電気的刺戟テ施スニ， IE常ノ；場合ト同ジ電気ノ強サニテ f刺戟ュ封シ，被検筋ノ輸

入前ニ比シ，著シク共 ノ収縮皮テ培シ，殊ニ刺戟ト同時ニ底観或ハ強直性産轡テ惹起セ Jレ

テ見レノー， 此ノ際ニ於ク Jレ大脳及ピ中脳皮質ハ，明カニ其ノ感受性テ増セ Jレコトテ立誼セ

Jレモノナリ。之エ反シ，「アチドージス」ノ揚合ニ於テハ，大脳及中脳皮質ノ興奮性ハ，余

ノ寅験ニ於テハ特ニ共ノ興奮度ノ増強セ Jレテ詔jnズ。然レドモ， E見限i容i夜愉入経過中搭
揚ノ護f見セル；1q聖ヨリ推察ス レパ，Elia:;氏カ燐酸或ハ離酸注入ニヨリ容易ニ四肢ニ搭揚現

ハレ，末梢肺粧ノ興習を性ノ高？）レテ認メタ Jレガ如ク，叉 Frohlich氏ガ彼レノ著書ニ，酸ハ

中権神経テ蓮カニ麻揮セシム Jレ作用アJレモ，末梢ifiil曜ハ反封ニ其ノ興奮性テ噌スト記載セ

Jレ事貫ト一致スJレ所ナリ。
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第七章結 論

正常家兎ノ静脈内ニ炭酸曹達i容液，或ハ臨酸溶液テ注入シ，人工的代償不全ノ「アルカ

ロージス」及ピ「アチドージス」テ悲起セシメ，共ノ際ニ於テ大脳皮質運動中植及ピ中脳皮

質／電気的刺戟テ施シ，共ノ感受性テ検シ次ノ成績テ作タリ。

1, 大脳皮質及ピ四墨鯉皮質ノ電気的刺戟ニヨル長伸mr：筋ノ牧縮曲線ハ概シテ軍一ナル

牧縮曲線テ膏ク。

2, 炭酸「アルカリ」輸入ニヨル，代償不全ノ「アJレカロージス」ノ際ハ牧縮曲線ハ概シテ

輸入前一比シ著シク高ク，且ツ念蓮ナル牧縮ト弛緩ニヨ Jレ軍一曲線ニ引キ績キ，二，三／

小牧縮曲線所謂初接部ト績護部出現ス。市シテ下行曲線ハ初メ念蓮ニシテ後援徐トナリ。

一定ノ；筋長ニ達スル時ハ原筋長ヨリ幾分短縮セル駄態ニ止？リ，夏ニ槙護的小牧縮曲線テ

音ク。

3, 茨酸「アルカリ』1食入」ヨ Jレ代償不全ノ」アノレカロージパ」ノ；場合ニ於クJレ大脳皮質運

動中植，及ピ中脳皮質ハ電気的刺戟ニ針シ共ノ感受性テ増加ス。

4, 瞳酸溶液輸入ニヨノレ代償不全ノ「アチドージス」ノ際ハ一般ニ筋牧縮曲線ノ高サハ輸

入前ト略ボ相等シク， 且ツ下行曲線ハ輸入前ノ：基底線一止？）レカ，或ハ返ツテ基底線以下

ニ下降スJレモノ多シ。輸入量著シク増加スル時ハ，筋牧縮曲線モ亦著シク其ノ高サテ減九

時ニハ刺戟ニ封シテ全ク無反慮トナル。此ノ時期ニ於テモ白張的ニ行フ筋牧縮ハ倫著明ナ

5, 瞳酸溶液輸入エヨ Jレ代償不全ノ「アチドージス」ノ；揚合ニ於クル大脳皮質運動中植，

及ピ中脳皮質ハ電気的刺戟ニ封シア其ノ感受性テ増加セズ。

附園説明

第1園，（前編第1表，家兎第3!l！党〉

「アルカロージλ」ノ場合品於ケJレ大脳皮質運動中櫨ノ電気的刺裁時ユ於ケJレ長伸tt筋取締曲線。

第2園，（前編第2表，家兎第8披）

「アルカロージス」ノ場合＝於ケル中勝皮質ノ電気的刺裁時＝於ケル長伸tt筋牧縮曲線。

第3園，（後編第1表，家兎第13披）

「アチドージス」ノ場合＝於ケル大脳皮質運動中幅／電気的刺裁時＝於ケJレ長伸ttMi牧縮曲線。

第4圃，（後編第3表，家兎第185,虎）

「アチドージス」／場合＝於ケル中脳皮質ノ電気的利哉時＝於ケル長伸陛筋i枚縮曲線。
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